
11広報 津 平成28（2016）年１月16日号

歴
史
散
歩

文・写真

▲

教委生涯学習課

15

上野山３号墳

N

一志中

とことめの里一志

一志体育館

高野団地
たこ山公園

一志西小

市一志庁舎

白山消防署
一志分署

ＪＲ
名松
線

波瀬川

近鉄大阪線

雲出川

503

503

116

市
指
定
史
跡　

上
野
山
３
号
墳

　

市
一
志
庁
舎
か
ら
県
道
15
号(

久
居
美

杉
線)

を
西
に
進
む
と
、
右
手
に
「
と
こ

と
め
の
里
一
志
」
が
見
え
、
そ
の
北
側
に

広
が
る
丘
陵
は
住
宅
団
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
丘
陵
は
東
西
約
1.5
㎞
、
南
北
約

0.8
㎞
で
、
地
元
で
は
上
野
山
と
呼
ば
れ
、

古
く
か
ら
石
器
や
土
器
片
が
多
数
散
布
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
代
の
調
査
記
録
な
ど
に
よ
る

と
、
上
野
山
に
は
60
基
余
り
の
古
墳
が
存

在
し
、
中
に
は
石
棺
の
ほ
か
埴
輪
が
出
土

し
た
古
墳
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
に
浄
水
場
建
設
と
宅
地
造

成
の
計
画
が
あ
り
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
試

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
開

墾
や
土
砂
の
流
出
の
た
め
か
、
遺
跡
の
多

く
が
消
滅
し
た
よ
う
で
集
落
跡
な
ど
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
墳
は
、
造
成

の
際
、
公
園
緑
地
と
し
て
現
地
に
保
存
さ

れ
た
上
野
山
３
号
墳
の
ほ
か
に
６
基
の
古

墳
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
60
基
に
は
遠
く

及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
６
基
の
古
墳
は
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
６
世
紀
中
頃
か
ら
７

世
紀
中
頃
に
か
け
て
の
横
穴
式
石
室
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
野
山
３
号
墳
は
、
現
在
、
高
野
団
地

内
の「
た
こ
山
公
園
」の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
て
、
地
元
で
は「
大
塚
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
直
径
が
27
ｍ
も
あ
り
、
一
志
地
域

で
は
最
大
級
の
円
墳
で
す
が
発
掘
調
査
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
古
墳
の
斜
面
に
は

小
さ
な
川
原
石
を
敷
き
詰
め
て
い
た
よ
う

で
、
５
世
紀
ご
ろ
に
築
か
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
上
野
山
３
号
墳
は
、
一
志

地
域
で
は
早
い
時
期
に
築
造
さ
れ
た
規
模

の
大
き
な
古
墳
で
あ
り
、
地
域
の
古
墳
形

成
過
程
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
存
在
で
す
。

　

現
在
、
上
野
山
３
号
墳
は
外
観
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
墳
の
東
側
に

立
つ
と
、
雲
出
川
の
下
流
域
が
一
望
で
き
、

こ
こ
が
古
墳
を
築
く
の
に
最
適
な
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
千
数

百
年
の
時
を
経
て
、
消
滅
を
免
れ
、
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
墳
を
一
度
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

上野山３号墳全景

　コミュニティ助成事業は、自治総合センターが宝くじの受託事業収入を
財源とし、宝くじの社会貢献広報事業として、地域社会の健全な発展を図
るために行っているものです。
　豊が丘地区自主防災協議会は、平成27年度のコミュニティ助成事業を活
用し、テントやトランシーバーなどの備品を整備しました。これらの備品
は、平成27年８月に行われた豊が丘地区の避難訓練で活用されました。

コミュニティ助成事業(宝くじ助成金)　豊が丘地区の防災備品を整備


